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平成２年度

（１９９０）

第３０回大会
男子優勝 札幌藻岩 女子優勝 札幌静修

【 専門委員長 寸評 】

男子団体は、札藻岩がダブルスは落としたものの、シングルスの力の差は歴然としてお

り、あっさりと３年ぶり１１回目の優勝を決めた。

女子団体の決勝戦は、今年も札清田対札静修の対戦になった。ダブルスを札清田が、シ

ングルス１を札静修が取って１－１で迎えたシングルス２は、伊藤（札静修）が、最後に

１年生の若さが出てしまった本田（札清田）を押し切り、札静修が２年連続１２回目の優

勝となった。

個人戦シングルスは、圧倒的な強さで男子が市川（札藻岩）、女子が小畑（札静修）の

初優勝となった。ダブルスでは、男子は市川・岡田幸（札藻岩）が圧勝。女子は花本・本

田（札清田）が小畑・伊藤（札静修）を倒し、札清田勢としては札静修に一矢報いること

となった。小畑・伊藤（札静修）は２年生、本田（札清田）と八木（札聖心）はまだ１年

生であり、今後の活躍が大いに期待されるところである。

【全国大会】

男子団体、札幌藻岩は２回戦相馬（福島県）に順当勝ち、ベスト８をかけ第４シードの

清風（大阪）と対戦したが、力の差があり、ベスト１６に終わった。

女子団体、札幌静修は、２回戦桐蔭（和歌山県）に、ダブルスは落としたものの２－１

で勝利。続いてシード校の浦和学院と対戦したが、２－１で惜敗した。ダブルスがもう少

し力を出せていれば勝てた試合だっただけに悔やまれる。

個人戦では、ほぼ全員が１・２回戦で敗退する中で小畑（札幌静修）が一人気を吐いて

ベスト３２と、３回戦まで勝ち進んだ。

最近は、初戦で敗退することが少なくなったものの、全国大会上位進出を目指した選手

強化が必要であると思う。

（専門委員長 緒方 寿人）
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優勝のよろこび 男子 札幌藻岩高等学校

６月の１９日から２１日、函館の大沼で行われた北海道大会において、我々藻岩高校が

３年ぶり１１回目の優勝を果たしました。

藻岩高校は、昭和５２年から続いていた本大会での連続記録を“１０”で止められ、優

勝旗を東海大四高校に３年間譲り渡していました。伝統の復活、”もう負けられない！”

ということで部員全員が一丸となって厳しい練習に取り組んだ末の優勝だったので本当に

うれしいものでした。

テニスはサッカーやバスケットボールなどのような団体競技とは違い、全くの個人競技

ですが、団体戦となると周りの応援がはげしく、個人戦とは比べものにならないくらいプ

レッシャーがかかります。そこで勝っていくためには、やはり他の団体競技と同じように

「チームの和」が必要です。

今回も緊張する試合の連続でしたが、大会直前でのきつい練習により選手全員が「あれ

だけやってきたのだから絶対に負けない」と自信をもってプレーできました。

全国大会、今年は仙台で行われますが、一つでも多く勝てるようにチーム一丸となって

頑張ってこようと思います。

（ 札幌藻岩高校 主将 市川 満之 ）

優勝のよろこび 女子 札幌静修高等学校

《 １２回目の全道優勝 》

第３０回北海道高等学校庭球選手権大会で、私たち札幌静修高校は１２回目の全道優勝

を決めました。

「全道優勝・全国ベスト８」が私たちの目標ですから、これで半分の目標を達成したこ

とになります。毎日、朝は午前７時から８時１０分まで、放課後は午後６時１０分までと

約３時間程度の練習時間です。

朝練習は慣れるまでとても辛いものでした。眠くて眠くて、５時半起床に慣れるまでに

は半年かかりました。朝練習はストローク中心、午後の練習は実践的なもので、休みの日

は練習試合というメニューでした。

昨年も優勝していましたので、強い先輩と強い後輩に囲まれて、私たちはとても苦しい

立場にありましたが、毎日毎日の練習を大切にし、団体優勝という目標達成のために、み

んなで頑張りました。そして、私達３年生が４人、２年生が５人、１年生が４人の計１３

人で、何よりもチームワークを大切にしました。

「ファーストサーブが入ったらポーチに出ろ」

「相手よりも１本ボールを多く続けろ」

「打ったボールは必ず帰ってくる」

「ダブルフォルトは１セットに１本以内にせよ」
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「構えは低く、打点は高く」

「ストロークは３クを大切に、低ク・速ク・深ク」などなど・・・・・

顧問の横山先生からの注意は今やなつかしい思い出になりつつあります。後輩たちには、

来年も全道優勝、全国ベスト８位を目指して、頑張ってほしいものです。

（ 札幌静修高校 主将 北浦 裕美子 ）

全国高校総体（第８０回全国高等学校庭球選手権大会） 宮城

８月１日～７日 仙台市泉総合運動場泉庭球場

宮城野原公園総合運動場宮城庭球場

男子 個人戦シングルス 優勝 金子英樹（堀越）

女子 個人戦シングルス 優勝 川崎綾子（夙川学院）


